
「電⼒・エネルギー部⾨研究会における優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰」特集号に係わる 翻訳した論⽂のTEEE Bへの投稿掲載フロー（2025年8⽉号⽤ ）

著者事務局 編修⻑ 主査
幹事

（ゲスト
エディタ） 査読者

募集開始
2024/2/1
(2⽉号会告
会告案は11/20提出)

特集号提案
2023/10/X
(次回は10⽉委員会
今回はメール審議）

Ｂ部⾨
研究調査運営員会

Ｂ部⾨
編修委員会

編修会議
英⽂論⽂誌
編修委員会

Ｂ部⾨提案
2024/10/X
(次回は8⽉とする)

特集号提案書
承認

電⼒エネルギー部⾨
2024.05.13

特集号提案書
承認

投稿システムに掲載
募集開始

論⽂誌Ｂ投稿締切
2024/7/31
(投稿状況に応じ
2Wｘ2回まで延⻑）

受賞者への連絡
論⽂投稿の案内

連絡を受け
執筆の開始
研究会原稿テン
プレでＯＫ

論⽂誌Ｂ通常査読
2024/9/20頃までに

受付
剽窃チェック

返送

掲載決定
論⽂誌Ｂ掲載決定
2025/1/20頃まで
に

再投稿

取下
翻訳論⽂をとりまとめ、再度、
著者から同意書（⼀番最初と同
じ）を事務局へ送付してもらう。

翻訳（学会が指定する翻
訳校正会社にて⾏う）

翻訳/校正結果
を著者が確認
＋修正

論⽂投稿 (1/23まで)
→論⽂誌テンプレー
トで

翻訳/英⽂校正
TEEE B投稿締切
2025/2/19
までに

TEEE B通常査読
2025/2/20までに 受付、剽窃チェックなども含め、通常の査読フロー（上記論⽂誌Ｂ通常査読フローと同⼀）

返送

掲載決定

受賞論⽂が⽇本語
の場合

受賞論⽂が英語の場合

英⽂校正

英⽂誌掲載⼿続き
2025年8⽉号
web掲載

ゲラ等の対応。Wiley
による英⽂校正

8⽉号（web公開）

TEEE B掲載決定
2025/5/1までに ５⽉１７⽇まで

に最終原稿を
事務局へ

論⽂投稿 ‐論⽂誌Ｂ
新規論⽂とし投稿
旧IDの連絡を義務付け。原則、掲載決定した論⽂と同じものを提出していただく。

通常の論⽂誌Ｂの査読フロー

2021年まではゲストエディタが特集号
論⽂幹事を兼ねており負荷が⾼かった。
今後は卒業幹事に依頼するなど検討

翻訳費⽤、英⽂校正費⽤は、本フローにより
TEEE Bへ掲載が決定された場合や、掲載不可と
なっても、論⽂誌Ｂへの投稿がなされ、著者都
合での取り下げなどがされなかった場合には、
Ｂ部⾨より、各費⽤を⽀払う。

論⽂誌Ｂへの掲載決定が本フローの締切⽇に間
に合わなかった場合は、原則として、翻訳作業
に移らない。（翻訳の⽀払いは、原則として
2/19までにTEEE Bへの投稿が必要。）

TEEE Bへの掲載が、本フローの締切⽇に間に合わ
なかった場合であっても、Ｂ部⾨より、各費⽤
を⽀払う。

翻訳や英⽂校正に係わる費⽤には上限がある。
このためＢ部⾨からの⽀払いは、本フローに沿
い、資格を有した上で、TEEE Bへの投稿が完了し
た論⽂とし、予算内で⽀払う。（掲載数により、
⼀部著者に⽀払っていただくこともある。）
→ 会告、同意書にも記載する。

会告の準備
webへの掲載

通常の論⽂誌Ｂの査読フロー

英語による投稿の場合、英⽂校正後は、すみやかに、TEEE Bに
投稿していただく。

２⽉に
研究会における
優秀論⽂発表賞
技術委員会表彰
決定

論⽂投稿＋同意書
（著作権、翻訳権の譲渡を記載。会告時にHPへUP。著者がDLし、事務局への連絡欄にUPする）

優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰の受賞者を対象に論⽂を公募。論⽂は、Ｂ
部⾨研究会における優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰された論⽂の内容とす
る。論⽂の内容は、優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰を受賞した当時と同様、
あるいは、ブラッシュアップしたものであり、タイトルを⼤幅に変更してお
らず、かつ、著者、並びに、著者の順番に変更がないものに限る。

著者は、翻訳論⽂をTEEE Bの特集号として掲載することに同意し投稿する。
→ 同意書提出後は、本施策に関する著者都合によるキャンセルはできない。
また、著者都合により本フローから外れた場合は、Ｂ部⾨より⽀払わない。
→ TEEE Bの査読で掲載不可の場合は、論⽂誌Ｂに新規で投稿しなおすことを
同意する。（掲載まで時間がかかることになることを同意していただく。）

編集⻑補佐からB部⾨研究
調査運営委員会幹事に依頼

編集⻑補佐からの依頼遅れ



【「研究会原稿テンプレート」と「論⽂誌テンプレート」の主な違い】

・原稿1pの⽒名と所属の記載⽅法（論⽂原稿は、1p左下に所属欄を設けており、そちらに⽇本語、英語で所属と住所を記載）。
・研究会原稿は、会員、⾮会員の記載なし（論⽂原稿は、⽒名の横に記載）。
・研究会原稿は、最終ページの著者略歴と顔写真データの掲載なし。
・論⽂誌原稿は、キーワード数6つ以内。

【確認事項】

（1）会告をHPに掲載するには、英⽂論⽂誌編修会議において、本施策が承認後となるので、それ以降にアナウンスする。
会告掲載時期に合わせ、B部⾨研究調査運営委員会の幹事に、研究調査運営委員会から優秀論⽂受賞者に対して、共通英⽂論⽂誌へ投稿
依頼を依頼する。

（2）TEEE Bで返送となり、再度、新規に論⽂誌Bに投稿された論⽂が返送となる可能性はありえる。
ただし、旧ＩＤの連絡を義務付け、掲載が決定している旧論⽂と同じ論⽂であれば、返送になることはないだろう。
念のため、最初の論⽂誌Ｂに投稿する時に、著者から、再度、新規に論⽂誌Ｂに投稿する場合は、掲載までに時間がかかることを同

意していただく。同意書は、投稿画⾯の「事務局への連絡」を活⽤する。

（3）翻訳費⽤ ／ 英⽂校正費⽤とも、翻訳会社との作業依頼、⽀払いや、本施策への同意書の内容に違反した著者に、費⽤を請求する業務
を、事務局の皆様にお願いしたい。

（4）翻訳会社やプランは、学会で指定する。

（5）翻訳会社に、翻訳、英⽂校正を依頼するのは、電⼦投稿・査読システムにおいて、どの操作段階とするか、事務局で検討必要。

（6）論⽂誌 Bで採録となった際、論⽂を「⼀度、取り下げる」（フロー中央の四⾓枠に記載）のは、編修⻑ → 事務局から著者に採録通知
を送信した後、著者「最終原稿提出待」の状態で、著者が「取下」ボタンをクリックとする。

（7）TEEE Bで返送となり、再度、新規に論⽂誌 Bに投稿された論⽂を把握するため、著者に旧ID（論⽂誌Ｂ、TEEE B）の連絡を義務付
ける。投稿画⾯の「事務局への連絡」を活⽤する。事務局から著者に返送通知を送信する際に、その旨を伝える。



「電⼒・エネルギー部⾨研究会における優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰」特集号に係わる 翻訳した論⽂のTEEE Bへの投稿掲載フロー（2024年6⽉号⽤ 案）

著者事務局 編修⻑ 主査
幹事

（ゲスト
エディタ） 査読者

募集開始
2023/2/1
(2⽉号会告
会告案は11/20提出)

特集号提案
2022/10/X
(次回は10⽉委員会
今回はメール審議）

Ｂ部⾨
研究調査運営員会

Ｂ部⾨
編修委員会

編修会議
英⽂論⽂誌
編修委員会

Ｂ部⾨提案
2022/10/13
(次回は8⽉とする)

特集号提案書
承認

電⼒エネルギー部⾨
2021.10.13

2023.2.21改定

特集号提案書
承認

投稿システムに掲載
募集開始

論⽂誌Ｂ投稿締切
2023/5/31
(投稿状況に応じ
2Wｘ2回まで延⻑）

受賞者への連絡
論⽂投稿の案内

連絡を受け
執筆の開始
研究会原稿テン
プレでＯＫ

論⽂誌Ｂ通常査読
2023/7/20頃までに

受付
剽窃チェック

返送

掲載決定
論⽂誌Ｂ掲載決定
2023/11/20頃まで
に

再投稿

取下
翻訳論⽂をとりまとめ、再度、
著者から同意書（⼀番最初と同
じ）を事務局へ送付してもらう。

翻訳（学会が指定する翻
訳校正会社にて⾏う）

翻訳/校正結果
を著者が確認
＋修正

論⽂投稿 (12/19まで)
→論⽂誌テンプレー
トで

翻訳/英⽂校正
TEEE B投稿締切
2023/12/19
までに

TEEE B通常査読
2024/1/20までに 受付、剽窃チェックなども含め、通常の査読フロー（上記論⽂誌Ｂ通常査読フローと同⼀）

返送

掲載決定

受賞論⽂が⽇本語
の場合

受賞論⽂が英語の場合

英⽂校正

英⽂誌掲載⼿続き
2024年6⽉号
web掲載

ゲラ等の対応。Wiley
による英⽂校正

６⽉号（web公開）

TEEE B掲載決定
2024/3/1までに ３⽉１７⽇まで

に最終原稿を
事務局へ

論⽂投稿 ‐論⽂誌Ｂ
新規論⽂とし投稿
旧IDの連絡を義務付け。原則、掲載決定した論⽂と同じものを提出していただく。

通常の論⽂誌Ｂの査読フロー

2021年まではゲストエディタが特殊号
論⽂幹事を兼ねており負荷が⾼かった。
今後は卒業幹事に依頼するなど検討

翻訳費⽤、英⽂校正費⽤は、本フローにより
TEEE Bへ掲載が決定された場合や、掲載不可と
なっても、論⽂誌Ｂへの投稿がなされ、著者都
合での取り下げなどがされなかった場合には、
Ｂ部⾨より、各費⽤を⽀払う。

論⽂誌Ｂへの掲載決定が本フローの締切⽇に間
に合わなかった場合は、原則として、翻訳作業
に移らない。（翻訳の⽀払いは、原則として
12/19までにTEEE Bへの投稿が必要。）

TEEE Bへの掲載が、本フローの締切⽇に間に合わ
なかった場合であっても、Ｂ部⾨より、各費⽤
を⽀払う。

翻訳や英⽂校正に係わる費⽤には上限がある。
このためＢ部⾨からの⽀払いは、本フローに沿
い、資格を有した上で、TEEE Bへの投稿が完了し
た論⽂とし、予算内で⽀払う。（掲載数により、
⼀部著者に⽀払っていただくこともある。）
→ 会告、同意書にも記載する。

会告の準備
webへの掲載

通常の論⽂誌Ｂの査読フロー

英語による投稿の場合、英⽂校正後は、すみやかに、TEEE Bに
投稿していただく。

２⽉に
研究会における
優秀論⽂発表賞
技術委員会表彰
決定

論⽂投稿＋同意書
（著作権、翻訳権の譲渡を記載。会告時にHPへUP。著者がDLし、事務局への連絡欄にUPする）

優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰の受賞者を対象に論⽂を公募。論⽂は、Ｂ
部⾨研究会における優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰された論⽂の内容とす
る。論⽂の内容は、優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰を受賞した当時と同様、
あるいは、ブラッシュアップしたものであり、タイトルを⼤幅に変更してお
らず、かつ、著者、並びに、著者の順番に変更がないものに限る。

著者は、翻訳論⽂をTEEE Bの特集号として掲載することに同意し投稿する。
→ 同意書提出後は、本施策に関する著者都合によるキャンセルはできない。
また、著者都合により本フローから外れた場合は、Ｂ部⾨より⽀払わない。
→ TEEE Bの査読で掲載不可の場合は、論⽂誌Ｂに新規で投稿しなおすことを
同意する。（掲載まで時間がかかることになることを同意していただく。）

編集⻑補佐からB部⾨研究
調査運営委員会幹事に依頼



「電⼒・エネルギー部⾨研究会における優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰」特集号に係わる 翻訳した論⽂のTEEE Bへの投稿掲載フロー（2023年6⽉号⽤ 案）

著者事務局 編修⻑ 主査
幹事

（ゲスト
エディタ） 査読者

募集開始
2022/2/1
(2⽉号会告
会告案は11/20提出)

特集号提案
2021/10/X
(次回は10⽉委員会
今回はメール審議）

Ｂ部⾨
研究調査運営員会

Ｂ部⾨
編修委員会

編修会議
英⽂論⽂誌
編修委員会

Ｂ部⾨提案
2021/10/13
(次回は8⽉とする)

特集号提案書
承認

電⼒エネルギー部⾨
2021.10.13

特集号提案書
承認

投稿システムに掲載
募集開始

論⽂誌Ｂ投稿締切
2022/5/31
(投稿状況に応じ
2Wｘ2回まで延⻑）

受賞者への連絡
論⽂投稿の案内

連絡を受け
執筆の開始
研究会原稿テン
プレでＯＫ

論⽂誌Ｂ通常査読
2022/7/20頃までに

受付
剽窃チェック

返送

掲載決定
論⽂誌Ｂ掲載決定
2022/11/20頃まで
に

再投稿

取下
翻訳論⽂をとりまとめ、再度、
著者から同意書（⼀番最初と同
じ）を事務局へ送付してもらう。

翻訳（学会が指定する翻
訳校正会社にて⾏う）

翻訳/校正結果
を著者が確認
＋修正

論⽂投稿 (12/19まで)
→論⽂誌テンプレー
トで

翻訳/英⽂校正
TEEE B投稿締切
2022/12/19
までに

TEEE B通常査読
2023/1/20までに 受付、剽窃チェックなども含め、通常の査読フロー（上記論⽂誌Ｂ通常査読フローと同⼀）

返送

掲載決定

受賞論⽂が⽇本語
の場合

受賞論⽂が英語の場合

英⽂校正

英⽂誌掲載⼿続き
2023年6⽉号
web掲載

ゲラ等の対応。Wiley
による英⽂校正

６⽉号（web公開）

TEEE B掲載決定
2023/3/1までに ３⽉１７⽇まで

に最終原稿を
事務局へ

論⽂投稿 ‐論⽂誌Ｂ
新規論⽂とし投稿
旧IDの連絡を義務付け。原則、掲載決定した論⽂と同じものを提出していただく。

通常の論⽂誌Ｂの査読フロー

2021年まではゲストエディタが特殊号
論⽂幹事を兼ねており負荷が⾼かった。
今後は卒業幹事に依頼するなど検討

翻訳費⽤、英⽂校正費⽤は、本フローにより
TEEE Bへ掲載が決定された場合や、掲載不可と
なっても、論⽂誌Ｂへの投稿がなされ、著者都
合での取り下げなどがされなかった場合には、
Ｂ部⾨より、各費⽤を⽀払う。

論⽂誌Ｂへの掲載決定が本フローの締切⽇に間
に合わなかった場合は、原則として、翻訳作業
に移らない。（翻訳の⽀払いは、原則として
12/19までにTEEE Bへの投稿が必要。）

TEEE Bへの掲載が、本フローの締切⽇に間に合わ
なかった場合であっても、Ｂ部⾨より、各費⽤
を⽀払う。

翻訳や英⽂校正に係わる費⽤には上限がある。
このためＢ部⾨からの⽀払いは、本フローに沿
い、資格を有した上で、TEEE Bへの投稿が完了し
た論⽂とし、予算内で⽀払う。（掲載数により、
⼀部著者に⽀払っていただくこともある。）
→ 会告、同意書にも記載する。

会告の準備
webへの掲載

通常の論⽂誌Ｂの査読フロー

英語による投稿の場合、英⽂校正後は、すみやかに、TEEE Bに
投稿していただく。

２⽉に
研究会における
優秀論⽂発表賞
技術委員会表彰
決定

論⽂投稿＋同意書
（著作権、翻訳権の譲渡を記載。会告時にHPへUP。著者がDLし、事務局への連絡欄にUPする）

優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰の受賞者を対象に論⽂を公募。論⽂は、Ｂ
部⾨研究会における優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰された論⽂の内容とす
る。論⽂の内容は、優秀論⽂発表賞と技術委員会表彰を受賞した当時と同様、
あるいは、ブラッシュアップしたものであり、タイトルを⼤幅に変更してお
らず、かつ、著者、並びに、著者の順番に変更がないものに限る。

著者は、翻訳論⽂をTEEE Bの特集号として掲載することに同意し投稿する。
→ 同意書提出後は、本施策に関する著者都合によるキャンセルはできない。
また、著者都合により本フローから外れた場合は、Ｂ部⾨より⽀払わない。
→ TEEE Bの査読で掲載不可の場合は、論⽂誌Ｂに新規で投稿しなおすことを
同意する。（掲載まで時間がかかることになることを同意していただく。）


